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第  回大會學術講演要旨

第1日， 4月20日（土曜日）午前9.00-12.00 於雁Ih 召そ川縣顧議事堂

(I) 熔融墜電解に於ける陽極現象に就て
豫定時問

東京工業大狼 中島 敏氏 9.10- 9.20 

熔融庶電1所（·に於て電流密度が大に過ぐる時は，所計1陽極効果(Anode E仔cct)現はれ電流の

辿過困難となる。而してこの現象は弗化物i谷に於て特に起り易い。著者は弗化物を含行する

種々なる浴に就いて， この現絞を観察した

1勾，電解に際し交流電氣を併I-l-Jし，之が陽極効旗に及す影密をも桧した。之笥質瞼結果の

大要を述べんとする。

(2) 鉛の電氣分祈に開する研究 大阪造幣局 森 下 ー ニ

氏

9.20- 9.30 

従米心鉛の電氣分析は総て閣極側に於て酸化析出せしむるものであつた。筆者は陰極側に

於て鍔鍍せる白金網電極上に金恥鉛として析出せしめ，完全に定麓の目的を逹し得て簡箪た

る鉛の電氣分析法に闘する研究を試みた。

(3) 非金属登熱健の使用温度に就て 東海電極製造株式會社腐井悶嚢腐 9.30- 9.43 

炭化珪索質褒熱閤は其の使用温度1,450℃に逹し，他の金屈褻熱線の逹し得ざる温度に自

由に使用し得らる。本研究に於いては1,200 C以下は忠命ほとんど永久的たるを以て1,200℃

以上に於ける反裂加熱賞瞼を行ひ，固有抵抗と温度の闘係並に固有抵抗の斐化を1,550℃に

至るまで各温度に於て決定し依つて非金局褻熱棚の安全使用温度を質瞼的に定めた。

(4) 電磁波吸牧と含有水分との開係 京都帝國大誤化卑研究所靡盈磨晶悶 ，．43-10.05 

含水せる繊維粉末の分散系に就き，周波数6,000サイクル以下の罫空管褒振電波の吸牧を

測定したる結果を綜合し，吸牧周波数曲線（吸牧スペクトル）と合有水分韮，其の他の條件と

の位関係を考察し，繊維組描内に含有せられた水の｝伏態論を試みたいと思ふ。

(5) 有機化合物電解還元歴研究，第23報キノリンの電解還元堅

京都帝國大即農躾部贋井

氏

氏
勇
栂

滴下水銀極及びボーラログラフを11JひてキJリン電解還元堕測定結果を報告し，且キニーネ

の電解還元墜との闘係に就て考察を試みたいと恩ふ。

10.0.'i-10.30 

三



質 問 休 憩 （10.30-10.40)

(6) アルミニウム醗化皮膜と一試験法 咋I「1大即理工•限部闊盟腐ー麗唸 lOA0-10.52 

アルミニウム板を硼砂篠酸クロム酸及び共の他の熔液を氾解質として紺解酸化し，共のよ

面に平行光束を照射し，共の反射祉を光屯池によつて測定し得たる鈷果に就て述べる。

(7) 乾電池の自己放電の研究（第1報）陰極及び湯極の自己放電

遥信省困氣試瞼所 牧 野 三郎氏 10.52-11.05 

乾電池の自己放電は容址と共に共の品質を決定すべき必要條件であるが，共の原因の餌相

を明かにしたものは少い。著者は自己放電の原因の買相を調究し防止法を探つたし， 更に自

己放龍の程度を簡箪に知る方法を考究して種々囲瞼したが，本報は之等の内陰極及び陽桜の

自己放爾と陽極中の二酸化マンガンの種類との制係に就き 一 年半の）貯祓試瞼及び問欧放紺試

瞼により測定した結果を述べる。

(8) 二醗化マンガン電極の性質に就て
橡定時間

京都帝國大誤工睾部 岡 田 辰三氏 11.05-11.20 

先に乾霞池用二酸化マンガンの性竹に就て人工的に3種の二酸化マンガンを造り各の熱分

解に於ける酸素の拙散朕態より3種に謳別し，この種別による電池の電極としての特徴を欅

げた。（本誌第2巻第6琥所載）絃ではこの種別法に依る二酸化マンガンが霊解質の1刃I偵

に到して如何なる性質を表すかに就て行った囲瞼結果を報告する。

(9) 蓄電器用誘電證の研究 大阪帝國大熙工誤部 七 里 義雄氏 11.20-11.40 

電力用苦飽器の誘電閲としては従来斐匪器油を紙に含没せしめたものが多く使用せられて

居る。斯る誘電閲は絶絲耐力は大であるが，其の誘電率が大でない。餘等の研究に依て得た

新しい材料はベークライトを箆豚子油に溶解したものであつて， ベー クライトの双極分子の

存在に依て其の誘霊率は大である，帥ち斐歴器油の誘電率は凡そ2,3であるが此の材料では

6, 5に逹する。然も其の絶絲耐力は斐匪器油に優つて居るから，此の材料を使月］する車に依

て菩電器の大さ及び債格を著しく減する事が出来る。

此の材料は粘度が大である腐に含没が困難であるが，研究の結果此の固難に打勝つ事が出

来た。只此の材料の訣駆は誘鼈損失の梢大なる軍であるが，本来若電器の損失は極めて小さ

いものであって，紺力用蓄繕器としては債格が安ければ此の程度の損失は問超とならない。

(10) 非水溶液よリアルミニウムの電着 東京帝國大駆工弗部 亀 山 直人氏 ・ 11.40-]2.00

著者が数名の共同研究者と共に数年に亙りて研究したる 一方法に就て説明する。共の方法

は臭化アルミニウムに臭化カリウムを溶解したるものであるが，共の浴の長所及び映黙，映

慰に封する改良法，陰極爾滸の諸性質を述べ，又此の軍滸を以てアルミニウムの軍鍍を行は

んとする考及び粗アルミニウムの電解精製の考察などを論するつもりである
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